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平松会員 川本会員

相原会員 小菅会員

渡辺会員 山下会員

－１－

出席の状況
会員数　49名（内出席免除　３名）　出席者数　39名　欠席者数　10名
出席率　81.25％　　前々回訂正　100.00％　　　　
欠席者　藤原，花房，原，木本，小橋，小松原，大饗，高橋（裕），竹本，（平野）

ビ ジ タ ー
〈倉敷南RC〉江澤  和彦　様

S . A . A . 　 　　
結婚記念のお花ありがとうご座居ました。

・「出石をどねぇんかする会」の山本様、
渡辺様、本日はようこそお越しいただき
ました。
・昨日の地区大会にご参加いただいた
皆さま、ありがとうございました。
江澤和彦様、ようこそ北西ロータリーク
ラブへ。倉敷スィートタウン、スィートホス
ピタル開設おめでとうございます。

会 長 報 告　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　  
会　長　西　山　隆三郎

・昨日の国際ロータリー第2690地区　地区大会にご出席いただいた皆さま大変お疲れさまでした。当
クラブからは、本会議に23名の方にご出席いただきました。今回の地区大会では、当クラブとして、
「ＲＩ会員増強・拡大賞」及び「ロータリー財団寄付達成クラブ賞」を受賞し、竹本会員が「大口
寄付者賞」を受賞しました。また地区大会に先立って開催されたゴルフコンペでは、川本会員が第
３位に入賞されましたので、後ほど表彰を行います。
・現在選挙に関する通知を行っておりますが、皆さんの承認がいただければ２名の新入会員をお迎え
することとなります。昨日の地区大会でも、他に新入会員の候補者がいらっしゃるような話しもお
聞きしましたが、本年度の森田ガバナーの方針としましては５％の会員増ということで、少なくと
もあと１名の増強が必要です。何卒、皆さんのご協力をお願い申し上げます。

幹 事 報 告　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　  
幹　事　相　原　利　行

・次週は、例会後、第５回理事役員会を開催いたします。また例会後には、第２回指名委員会を開催
いたします。それぞれ該当の方はご出席いただきますようお願いいたします。

前回10月29日の例会記録前回10月29日の例会記録

本日職場訪問です。小松副会長、お世
話になります。

山田会員他、皆様の御協力により、ソフ
トボールor野球の岡山市生涯学習支
援システムの利用者システムに登録しま
す。ロータリー第2690地区第９グループ
最強を目指して、楽しくしましょう。
ハンディにめぐまれて３位になりました。
ありがとうございました。岡本さん、ここま
で賞品をもってきてくれてありがとうござ
いました。

以上，６件　18,000円（累計　505,000円）
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外 部 卓 話 
「出石をどねぇんかする会とは」　出石をどねぇんかする会 代表 山本 賢昌  様
　平成18年から始まった出石芸術百貨街ですが、開催しているのは「出石のまちづく
り」をしている「出石をどねぇんかする会」です。
　出石町は、江戸時代の区割りのまま、明治から昭和初期に形成された古い街並みが
戦災を免れて残る街ですが、江戸時代の庭園文化を伝える後楽園を背後に控え、昭
和初期にアメリカで活躍した画家国吉康雄の生誕地でもあり、また、県立美術館を始め数々の文化施設が集中
する岡山のカルチャーゾーンの一角にある街です。出石のまちづくりは、古い街並み保存・路地裏空間の活用・国
吉康雄の顕彰・芸術による街づくり・後楽園門前町としての観光客誘致などをテーマとするものであったようです。
　ところが、大変残念なことに、出石町に残る古い建物もだんだんと取り壊されて跡地が駐車場になり、街並みの
魅力が少しずつ失われつつあります。現在、出石町は早急に手当をしなければ早晩取り壊されてしまう貴重な古い
建物が数多く空き家となっています。
　そこで、出石をどねぇんかする会では、出石の古い街並みを保存するため、空き家の利用促進をしたいと思っ
ています。具体的には、空き家を若手の芸術家のアトリエや工芸家の工房として利用してもらったり、アートギャラリー
やクラフトショップを出店してもらったり、アートとクラフトの街にふさわしい活用ができればと思っています。
　また出石に住む方や岡山の街の人々にとっては、様々な芸術や工芸を作家さんと親しくなって楽しく学べる街、
県　内外からの観光客にとっても、新しくみずみずしい芸術や工芸に触れて楽しい旅の思い出を残せる街、そん
な街を夢みています。

地 区 大 会 　　  
　去る10月28日（日曜日）、2012-2013年度国際ロータリー第2690地区　地区大会が開催されました。我がクラブ
からは、岡山北ＲＣさんと相乗りさせていただいた貸切バスで15名、現地集合8名の合計23名の会員の方に参加
いただきました。
　オープニングでは、壇上に点鐘がないというハプニングがありましたが、森田ガバナーのウイットに富んだご挨拶
や、ちょうど当日、後任の選挙が行われていた石井岡山県知事の祝辞で、和やかな雰囲気に包まれました。
　本会議は、昼休みも含めると６時間という長丁場ではありましたが、他のクラ
ブに所属される同業者や、仕事上のお付き合いのある方 と々挨拶をかわす等、
地区大会ならではの雰囲気を感じることができました。
　記念講演は、「流れのままに」にという演題で、片岡鶴太郎氏が講師に招
かれ、本会議では目立っていた空席も、この頃にはほぼ埋まっていました。講
演は、その演題どおり「流れのままに」進んでいき、その話術には、さすが長年
に渡って芸能界に身を置かれているだけのものがあると感服させられました。
　懇親会は、残念ながら、半数以上の方が帰られましたが、倉敷アイビースク
エアの屋外に設置された屋台で、お祭りのような気分で食事をすることができ
ました。また、記念懇親チャリティゴルフコンペの表彰式では、我がクラブから
川本会員が３位に入賞され、代理として思いかけずひな壇に登壇させていた
だきました。
　末筆ながら、最後まで残っていただいた原前幹事や西岡会員はじめ、当日
ご参加いただいた会員の皆さんには、厚く御礼申し上げます。

例会プログラム例会プログラム
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